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Ⅳ 食育推進上のポイント①～⑦
)






 (
　
の様々な人々や
関係機関とのかか
わりをとおして推
進します。
) (
　
との連携・協力の
もと、あらゆる機会や場を活用し、推進します。
)




 (
　
　
 
 
　　　
食に対する興味・関心を高め、食に親しむことができるような、体験活動を大切にします。
)



 (
幼児・児童生徒の食生活の実態を明らかにし、自校の課題を明確にして取り組みます。
食育推進コーディネーターを位置付けるとともに、学校保健委員会等を活用し学校全体で組織的に推進します。
保育や学級活動・ホームルーム活動等に食育を学ぶ場面を位置付け、各教育活動との関連を図り推進します。
学校給食を「生きた教材」として活用します。
)










Ⅰ 基本的な考え方



Ⅱ 目　　標



　　



Ⅰ 基本的な考え方 ２




学校における食育の推進について （H19 10月31日　通知）






食育実践事例集（本紙）











